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はじめに

ソーシャル・インパクト・ボンド（ＳＩＢ）を活用した健康ポイント事業である「おかやまケンコー大作戦」は、
企業や⾦融機関、⾏政がそれぞれの強みや資⾦をいかし、健康づくりのためのサービスが⾝近な場所で受け
られる環境を整え、市⺠の皆さんに⽇常⽣活に健康的な習慣を取り⼊れていただくことで、⾃然に健康にな
れるまちの実現を目指した事業です。

事業期間は、準備や最終事業評価を含め、平成３０年度から令和４年度までの全５カ年に渡り、事
業組成当時、総事業費が約３．７億円にのぼる国内最大のＳＩＢ事業としてスタートしました。
当事業の最大の特徴は、地元の複数の事業者が出資し、かつ、ポイント付与の対象となるサービス提供

や事業運営にも携わったことだと考えています。これにより、これまでは⾏政が主に担ってきた「市⺠の健康増
進」に新しい形の官⺠協働で取り組むことができました。

ＳＩＢという新しい⼿法に取り組むことは順調なことばかりではありませんでしたが、令和４年度末で事業
が終了したことから、これまでの岡⼭市の取り組みの成果や課題をまとめることとしました。
今後、同様の取り組みを検討されている⾃治体や事業者の皆さまにとって参考になれば幸いです。
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前回⽐較︓平均寿命、健康寿命ともに延伸（H28・H25⽐）
全国⽐較︓平均寿命は⻑いが、健康寿命が短い（H28）
岡⼭市は全国平均よりも平均寿命と健康寿命の差（不健康期間）が⻑いという結果。

※健康寿命とは「⽇常的に介護を必要としないで、⾃⽴した⽣活ができる⽣存期間」のこと（WHO）
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SIB組成当時(H29)の課題① 「健康寿命」
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平均寿命︓国⺠⽣活基礎調査のデータをもとに岡⼭市が算出
健康寿命︓令和3年度 厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（循環器疾患・糖尿病等⽣活習慣病対策総合研究事業）「健康⽇

本２１（第二次）の総合的評価と次期健康づくり運動に向けた研究」分担研究報告書「健康寿命の算定・評価と延伸可能
性の予測に関する研究」

男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性
岡⼭市 81.50 87.96 71.66 74.42 9.84 13.54
全国 80.98 87.14 72.14 74.79 8.84 12.35

岡⼭市-全国 0.52 0.82 ▲ 0.48 ▲ 0.37 1.00 1.19

平成28年
平均寿命 健康寿命 平均寿命－健康寿命

○岡⼭市の平均寿命と健康寿命の推移（事業組成当時）



「平成27年度岡⼭市国⺠健康保険医療費等分析報告書（概要版）」

SIB組成当時(H29)の課題② 「⽣活習慣病に係る医療費」
全国との⽐較︓⽣活習慣病関連疾患に係る１⼈あたりの医療費が65歳未満は低く、

65歳以上は高い傾向にあった。
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○岡⼭市の⽣活習慣病に係る1⼈あたり医療費の推移



課題解決に向けた方向性

健康寿命延伸の主要３分野

地元企業の豊富なヘルスケアサービスの利用促進

健康寿命の延伸
生活習慣病予防（医療費抑制）

栄養・食生活運動 社会参加
（生きがい）

・壮年期のうちから企業ぐるみで健康的な生活の習慣化
・「運動」・「栄養・食生活」・「社会参加」の地元ヘルスケアサービスの利用促進
・インセンティブを付与し健康無関⼼層を含む多くの市⺠や企業（従業員）の⾏動変容を促す

インセンティブの付与や魅力的なサービスの提供により

多くの市⺠や従業員を健康的な生活習慣に

健康無関⼼層

×



岡山市健康ポイント事業の沿革

H26-28
（全国6市実証実験）

H29-30
H31-R3

（SIB×健康ポイント）

第１世代
総合特区

第２世代
地方創生推進交付金

第３世代
地方創生推進交付金

平成31年度から「SIBを活用した健康ポイント事業」を実施
（ベースとなる「健康ポイント事業」は平成26年度に開始し、本事業で３世代目）
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平成26年度
（初年度）

○20大都市健康寿命発表（岡山市：男性18位、女性15位）
○総合特区『健幸ポイントプロジェクト』参加 ※全国6市実証実験

平成27年度

平成28年度

歩数増加、BMI改善、医療費抑制等の効果

健康ポイント事業にSIBを活用するまでの経過①（第１世代）

第１世代 健康ポイント事
業
H26-28 4,431人
・40歳以上
・市民のみ

国の総合特区に指定され、全国６市合同の実証実験として平成２６年度から３年間実施。
対象は40歳以上の市⺠のみ

⇒事業実施により、歩数の増加やＢＭＩ値の改善などの効果がみられた。
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平成29年度
06月 ヘルスケアSIBスキーム検討会参加
08月～ 岡山市SIB健康ポイント案件組成
12月～ 社会的投資推進財団（SIIF）支援

平成30年度

4月 「G20保健大臣会合」岡山市開催決定
6月 「ＳＤＧｓ未来都市」岡山市選定
8月 「地方創生推進交付金」交付決定
12月〜 協定書・委託契約締結

事業準備・参加者募集

令和元年度 「Ｇ20保健大臣会合」岡山市開催

令和２年度

令和３年度

令和４年度
最終評価・出資者へ元本償還・配当

SIB ２事業
・健康ポイント
・生涯活躍就労支援

健康ポイント事業にSIBを活用するまでの経過②（第２・第３世代）

第２世代
健康ポイント事業
H29-30 4,996人
・35歳以上
・市民・企業

第３世代 健康ポイント事業
H30-R4（大作戦R1-3）
定員15,000人
・35歳以上
・市民・企業・グループ

＜第２世代＞
対象を35歳以上に拡大し、企業での参加枠を新たに設け、岡山市のみで地方創生推進交付金を活用して実施

＜第３世代＞
平成２９年度から事業組成に着⼿、新たな官⺠連携の⼿法としてＳＩＢに着目
ＳＩＢに関する全国的な勉強会に参加し、地銀、地元企業とともに健康づくり分野でのSIB活用について

検討開始。
平成29年12月頃よりSIBの専門家として、一般社団法人 社会変革推進財団からの支援を受ける。
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おかやまケンコー大作戦の概要

ポイントランキング
（専用WEBサイト）

https://kenkooo.jp/

1位 OKD1111 6,000pt

2位 OKD2222 5,500pt

3位 OKD3333 5,000pt

・

①運動ポイント(15pt)

・フィットネスジム利用など

②栄養・食生活ポイント(10pt)

・ｽｰﾊﾟｰのお弁当購入
・飲食店メニュー喫食など

その他
・健診受診、体組成計測定
・歩数（歩数計又はアプリ）

③社会参加ポイント(5pt)

・カルチャークラブ受講など

【目 的】 多くの市⺠・在勤者の健康づくり、ヘルスケア産業の振興
【実施期間】 5年間（H30準備、R1〜3大作戦実施、R4最終評価）＜地方創生推進交付金（先駆型）＞
【対 象 者】 35歳以上の市⺠及び在勤者
【定 員】 15,000名（コース：個人 ／ 企業 ／ グループ） （令和3年8月末現在 14,064人、74社）
【参 加 費】 無料（各サービス利用料は別途必要）
【内 容】 健康寿命延伸に寄与するとされる 「①運動」、「②栄養・食生活」、「③社会参加」に関するサービス

利用を促すため、利用状況に応じてポイントを付与し、そのポイントランキングに応じて、商品券等の特典
を送る。更に、企業ランキング上位には、会社自体に健康経営の助成を行う。

店員が専用アプリで、
ポイントカードを
読み取ることで、
その場でポイント付与

ポイント付与の仕組み

184店舗（令和３年３月末現在）

ポイント特典
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成果指標（ロジックモデル）

おかやまケンコー大作戦 ロジックモデル

1年目
アウトカム

アウト
プットインプット 最終

アウトカム インパクト

健康寿命延
伸

・QOL向上⽣活習慣病
患者減

2年目
アウトカム

参加者数
増加

(健康関
心層増

加)

参加者
数

⽣活習慣
改善意識

向上

活動

歩数計

アプリ

インセン
ティブ

事務局

参画企
業

イベント

参加者
募集

⺠間企
業のノウ
ハウを活
用した事

業

継続
支援

イベント
参加者

数

継続者
数

幅広い
事業展

開

３年目
アウトカム

運動習慣
定着率向

上
１年目

支払いと紐づく
成果指標

２年目
支払いと紐づく

成果指標

３年目
支払いと紐づく

成果指標

最終年
支払いと紐づく成果

指標

社会保障費
抑制
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フィットネス、スーパー、
デパート、小売店、

医療機関、薬局、新聞社
① 日本初の複数事業者によるサービス提供

② 日本初の複数事業者が出資

③ 国内最大の事業規模 約3.7億円

岡山市版ＳＩＢ事業の特徴

（市⺠の健康課題の解決のため地銀や地元企業によるオール岡⼭で投資）

（競合及び異業種の地元企業が様々な⽣活習慣改善メニューを提供）

平成31年2月16日 共同記者会⾒
（岡⼭市・PS瀬⼾内・中国銀⾏・社会的投資推進財団(SIIF)）
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＜⾏政＞
• 市⺠の健康課題解決への地元企業を巻き込む新しい官⺠連携

の形と成果に応じた適切な⾏政負担

＜サービス提供者＞
• 成果連動型⽀払による⺠間企業がもつ高いノウハウの発揮

＜出資者＞
• 適切なリターンによる、持続可能な社会課題解決への貢献

ＳＩＢを活用して目指したもの
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特徴①岡山市独自の企業連携型SIBスキーム

地元企業 13社

① 「おかやまケンコー大作戦事務局（以下、「事務局」という）」は、 「SIB事業ファンド」を通じて、事業資⾦を集める。（3,000万円調達）
② 市は、「事務局」へ健康ポイント事業運営に係る固定費を概算払する。（システム、特典、評価、資⾦調達、印刷物、郵送料等）
③ 「事務局」は、成果指標達成に向けて毎年2,500万円の事業を計画し、その事業費の一部を「地元企業13社」に配分する。
④ 「事務局」と、「地元企業13社」は、毎年定められた成果指標達成に向けて、参加者に⽣活習慣改善メニューを提供する。
⑤ 市は、毎年度末（Ｒ1-3）「第三者評価機関」の評価結果を確認し、成果が確認できた分だけの事業費を支払う。
⑥ 市は、最終年度（Ｒ４） 「第三者評価機関」の評価結果を確認し、 事業全体（Ｒ1-3）の成果報酬を「事務局」に支払う。
⑦ 「事務局」は、「出資者」に対して成果連動部分の売上（市からの収⼊）に応じた、元本償還・配当を⾏う。(元本保証なし・最大140%)

岡山市

おかやまケンコー大作戦事務局
受託者 PS瀬⼾内株式会社

③事業費
の一部

（13社）
⑦成果に応じた
元本償還・配当
(元本保証なし)

②固定費(概算払）
Ｈ30-Ｒ4 2.75億円

第三者評価機関

業務フロー
資⾦フロー
出資者

⑤⑥評価結果 おかやまケンコー大作戦
参加者・企業（72社）

・フィットネスジム 5社
・デパート
・スーパー
・医療機関、薬局
・新聞社など

※参加希望の出資企業が集まり、成果達成に向けた事業内容や出資⾦の配分等の意思決定を⾏う。

①出資⾦3,000万円
（３年分の事業資⾦）

中国銀⾏、
社会変革推進財団（SIIF）

その他ポイント付与店
（事業費なし）

公⺠館、ふれあいセンター、公園協会
、フィットネスジム、スーパー、飲食店、
医療機関、薬局など（約50社）

サ ー ビ ス 提 供 事 業 者
「運動」、 「栄養・食⽣活」、 「社会参加」

事業運営会議(※)

健康ポイント事業運営
（固定費）

出資者（再掲）

成果連動部分(完了後払）
⑤Ｒ1-3 事業費 最大2,500万円×３年
⑥Ｒ4 成果報酬 最大2,000万円

④⽣活習慣改善メニュー提供

出資者（再掲）

既存のサービスに
ポイント付与

成果指標達成に向けた事業
（成果連動部分）

事業計画2,500万円×3年
出資者
（企業・個⼈）

健康イベント、スタンプラリー等（全
体的な事業）

ＳＩＢ事業
ファンド
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サービス提供の事例１（地元企業13社）

岡山城での健康イベント（新聞社）

食事・栄養セミナー（薬局）

健康的なお弁当の開発（スーパー）

ウォーキングイベント（スポーツ用品店）オンラインフィットネス（スポーツジム）

社会参加
5pt

運動
15pt

栄養
10pt

栄養
10pt

運動
15pt
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サービス提供の事例２（受託者︓事務局）

上位企業の表彰式
（保健福祉局⻑）

各社出展の
イベント開催

ポイント対象の
飲食店を巡る

スタンプラリーの実施

企業対抗バーチャルウォーキングラリー開催

・バーチャル上の現在地
・チェックポイントの観光情報
・ランキング表示など

コロナ禍における身体
活動量の低下を防ぐ
「企業対抗バーチャル
ウォークラリー」
（※令和３年度実施）

複数の事業者のサービスを体験できる
「フィットネスマルシェ」

ポイント対象店の利用促進のための
「飲食店めぐりスタンプラリー」
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特徴②地元企業や地銀等が市⺠の健康課題解決に出資

調達金額（調達率） 出資者数

企業向け 2,700万円（100％） 23社

個人向け 300万円（100％） 65人

成果連動部分(完了後払）
⑤Ｒ1-3 事業費 最大2,500万円×３年
⑥Ｒ4 成果報酬 最大2,000万円

募集期間︓H31.2.15〜R1.6.14
調 達 額 ︓3,000万円
資⾦使途︓健康ポイント事業のサービス

提供事業者への事業費、広報宣伝費

岡山市

おかやまケンコー大作戦
事務局

受託者 PS瀬⼾内株式会社

⑦成果に応じた
元本償還・配当
(元本保証なし)

①出資⾦3,000万円
（３年分の事業資⾦）

ＳＩＢ事業ファンド

成果指標達成に向けた事業
（成果連動部分）

事業計画2,500万円×3年
出資者
（企業・個⼈）

※スキーム図一部抜粋
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特徴③国内最大の事業規模

成果指標 支払上限の基準値

H30 ― ―

R1 参加登録者数 15,000人

R2 生活習慣改善の意識 80％

R3 週2回以上の継続者数 9,000人

R4

健康状態の改善率（参加時比）
①BMI25以上の者のうちBMI25未満となったも
のの割合

又は
②運動習慣のある者の割合の増加

① 25％
又は

②３ポイント

参加登録者中の継続者数9,000人（R3成果指標）
×医療費抑制額10.4万円/人×国保加入率40％

⇒ 3億7,440万円

地方創生推進交付金KPI

（３年間）

健康課題解決を促すための成果指標
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成果連動型⽀払額と医療費抑制額の関係

○ 成果指標（1〜4）の達成状況に応じた成果連動予算の執行 ・・・ 最大9,500万円

○ 成果連動支払額に固定費を加えた総予算を超える医療費抑制効果を目指す。

総事業費
約3.5億円
（H30〜R4）

最大2,500万円
（事業費）

固定費
約2.75億円

（H30〜R4）

最大2,000万円
（報酬）

令和元年度成果指標

最大2,500万円
（事業費）

最大2,500万円
（事業費）

令和2年度成果指標

令和3年度成果指標

令和4年度成果指標

成果連動
最大

9,500万円

医療費抑制効果
3億7,440万円

総予算3.7億円

地方創生推進交付金
K P I
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令和元年度及び２年度の実績

4,726 
5,188 

5,727 
6,198 6,475 

7,166 

8,051 
8,423 

8,827 
9,226 

11,225 

13,778 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000

H31年
4月末

6月末 8月末 10月末 12月末 2月末 R3年
５月末

支払上限値15,000人

Ｒ１成果指標 参加登録者数（基準：Ｒ２年２月末）

実績11,225人/支払上限15,000人 （74.8％）

第２世代健康ポイント事業 参加者 4,996

人

支払基準月

固定事業費とは別に、成果連動事業費予算
の７４．８％を支払い。

Ｒ２成果指標 生活習慣改善の意識
実績97.8％/支払上限80％ （122.2％）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

実績

支払上限値 80％

• 生活習慣改善の意識のある参加者の割合を調べるアンケートを実施
• 成果指標の「80％」を大きく超える「97.8％」に改善意識あり
• 成果連動事業費の予算は100％支出。
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令和３年度の実績

Ｒ３成果指標 継続者数
実績5,683人/支払上限9,000人 （63.1％）

支払上限値 9,000人

15 141 

509 

2,017 

2,956 

3,606 

4,140 

4,525 
4,827 

5,168 
5,416 

5,683 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
(人)

※コロナによる自粛を鑑み補正54人含む

・成果指標の算定には、コロナの影響を踏まえた補正を実施。

・成果連動事業費予算の６３．１％を支払い。
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n=4,381

ベースラインおよびエンドポイントの「運動習慣者」の変化
BMIと運動習慣、両方の項目に適切な回答を与えたものの数４，３８１人を対象

2019 2021

人数 構成割合 人数 構成割合
運動している 2,505 57.2% 2,692 61.4%

運動していない 1,876 42.8% 1,689 38.6%

合計 4,381 100% 4,381 100.0%

参加者のうちベースラインで運動習慣をもつ者は2,505人（57.2%）存在した。
エンドポイント時点では2,692人（61.4%）で4.2ポイント上昇した。

57.2%

61.4%

42.8%

38.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019

2021

運動している 運動していない

令和４年度の実績①
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n=4,381 n=729

ベースライン時肥満者においてBMIが改善した者の割合
BMIと運動習慣、両方の項目に適切な回答を与えたものの数4,381人を対象

参加者のうちベースラインで肥満者（BMI25以上）は16.6%存在した。
エンドポイント時点で肥満が改善した（BMI25未満となった）者は20.2%であった。

人数 構成割合
肥満あり 729 16.6%

肥満なし 3652 83.4%

合計 4381 100.0%

人数 構成割合
肥満あり 582 79.8%

肥満なし 147 20.2%

合計 729 100.0%

83.4%

16.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2019

非肥満 肥満

20.2%

79.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2021

非肥満 肥満

令和４年度の実績②
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実績のまとめ（成果指標の達成状況）

成果指標 目標値（A） 実績（B） 達成率（B/A）

H30 ― ―

R1 参加登録者数
（令和2年2月末時点）※1

15,000人 11,225人 74.8％

R2 生活習慣改善の意識のある参加
者の割合 80％ 97.8％ 122.2％

R3 週２回以上ポイントを獲得して
いる参加者数（継続者数） 9,000人 5,683人 63.1％

R4

健康状態の改善率（参加時比）
①BMI25以上の者のうちBMI25未満と
なったものの割合

又は
②運動習慣のある者の割合の増加

① 25％
又は

②３ポイント

①20.2％

②４.２ポイン
ト

①80.8%

②140％

成果指標

※1）最終参加登録者数 令和3年8月末時点 14,064人
24



○ 分析対象者は、2019年と2022年のアンケート調査いずれにも回答した者

○ 対象者数 5,874⼈（参加群︓3,678⼈、非参加群︓2,196⼈）
但し、アンケート項目により回答者数は変動

○ アンケート調査、評価実施機関︓⽇本⽼年学的評価研究機構（JAGES）

「おかやまケンコー大作戦」の事業評価 概要

25



おかやまケンコー大作戦 全参加者年代別割合

26

年齢は、2021年3月31日時点

男性 女性 合計
35-44歳 1092 1463 2,555 18.2%
45-49歳 888 1270 2,158 15.3%
50-54歳 851 1147 1,998 14.2%
55-59歳 675 1011 1,686 12.0%
60-64歳 565 938 1,503 10.7%
65-69歳 462 777 1,239 8.8%
70-74歳 473 866 1,339 9.5%
75-79歳 339 543 882 6.3%
80-84歳 210 295 505 3.6%
85歳以上 88 111 199 1.4%

合計 5,643 8,421 14,064 100.0%

参加人数
割合年齢区分

35-44歳
18.2%

45-49歳
15.3%

50-54歳
14.2%55-59歳

12.0%

60-64歳
10.7%

65-69歳
8.8%

70-74歳
9.5%

75-79歳
6.3%

80-84歳
3.6%

85歳以上
1.4%



運動実施の変化について
参加群は、非参加群に比べて運動実施を改善・維持する確率が1.23倍高い

（ポイントを獲得した参加者は1.52倍高い）

目的変数：運動実施の改善・維持（０：変化なし・悪化、１：改善・維持） 説明変数：事業参加有無
調整変数：2019年時の性別、年齢、運動実施＋単回帰分析により運動実施の改善・維持と関連が見られた項目を調整
（BMI、主観的健康感、野菜・果物の摂取頻度 、友人・知人と会う頻度、交流する友人・知人の人数、社会参加数、運動実施意向、食生
活改善意向）

n=5,493、 ■有意確率が5%未満（p<0.05）

運動実施の変化について

1.00

1.23

0.90

1.00
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1.20

1.30

非参加群 参加群

改
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1.00

1.39

1.31

1.52
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）

1.23倍高い
1.52倍高い

n=5,493、 ■有意確率が5%未満（p<0.05）

非参加群
（非社会参加者）

非参加群
（社会参加者）

参加群
（獲得ポイントなし）

参加群
（獲得ポイントあり）
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性別・年齢層 2019年4月の平均歩数 2021年12月の平均歩数 差
65歳
未満

男性 7,848歩 8,067歩 +219歩
女性 6,308歩 6,448歩 +140歩

65歳
以上

男性 8,429歩 9,248歩 ＋819歩
女性 6,739歩 7,539歩 +800歩

7,848 

7,655 

7,466 

7,214 

7,009 

7,441 

7,707 

7,839 

7,444 
7,364 7,339 

7,416 

7,139 

7,487 

7,628 

7,432 
7,297 

7,595 

7,882 7,931 

7,667 

7,409 

7,577 

7,771 

7,923 

8,163 
8,111 

7,942 

7,167 

7,669 

8,229 
8,331 

8,067 

6,308 

6,440 

6,290 

6,152 

5,944 

6,267 
6,253 

6,291 

5,922 

5,823 
5,835 

5,862 

5,740 

5,932 

6,084 

5,855 

5,761 

6,014 

6,304 6,317 

6,135 

5,856 

6,091 

6,221 
6,303 

6,194 
6,298 

6,177 

5,709 

6,080 

6,495 

6,665 

6,448 

8,429 
8,551 

8,343 

7,889 

7,514 

8,063 

8,329 

8,557 

8,038 

7,914 

8,159 

8,341 

8,572 

8,759 

8,606 

8,249 

8,083 

8,585 

8,806 8,768 

8,563 

8,285 

8,692 

8,844 

9,345 
9,367 

9,236 

8,908 

8,348 

8,976 

9,478 9,484 

9,248 

6,739 
6,823 

6,635 

6,308 

5,854 

6,380 

6,550 

6,751 

6,332 

6,235 
6,332 

6,495 

6,689 

6,999 
6,926 

6,718 

6,546 

6,860 

7,155 7,142 

6,904 

6,636 

7,062 
7,114 

7,562 

7,603 

7,543 

7,312 

6,832 

7,259 

7,763 7,782 

7,539 

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

2
0

1
9
年

4
月

2
0

1
9
年

5
月

2
0

1
9
年

6
月

2
0

1
9
年

7
月

2
0

1
9
年

8
月

2
0

1
9
年

9
月

2
0

1
9
年

1
0
月

2
0

1
9
年

1
1
月

2
0

1
9
年

1
2
月

2
0

2
0
年

1
月

2
0

2
0
年

2
月

2
0

2
0
年

3
月

2
0

2
0
年

4
月

2
0

2
0
年

5
月

2
0

2
0
年

6
月

2
0

2
0
年

7
月

2
0

2
0
年

8
月

2
0

2
0
年

9
月

2
0

2
0
年

1
0
月

2
0

2
0
年

1
1
月

2
0

2
0
年

1
2
月

2
0

2
1
年

1
月

2
0

2
1
年

2
月

2
0

2
1
年

3
月

2
0

2
1
年

4
月

2
0

2
1
年

5
月

2
0

2
1
年

6
月

2
0

2
1
年

7
月

2
0

2
1
年

8
月

2
0

2
1
年

9
月

2
0

2
1
年

1
0
月

2
0

2
1
年

1
1
月

2
0

2
1
年

1
2
月

65歳未満男性 65歳未満女性 65歳以上男性 65歳以上女性

緊急
事態
宣言

緊急
事態
宣言

緊急
事態
宣言

図23 ⼀ ⽉当たり 平均歩数 2019年4⽉〜2021年12⽉
【アンケート調査回答者】

歩

月ごとの平均歩数

歩数の増加
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参加群は、非参加群に比べて社会参加有無を改善・維持する確率が1.30倍高い
（ポイントを獲得した参加者は2.18倍高い）

目的変数：社会参加有無の改善・維持（０：変化なし・悪化、１：改善・維持） 説明変数：事業参加有無
調整変数：2019年時の性別、年齢、社会参加有無＋単回帰分析により運動実施の改善・維持と関連が見られた項目を調整（BMI、主観的健
康感、運動実施、野菜・果物の摂取頻度 、友人・知人と会う頻度、交流する友人・知人の人数、社会参加数、運動実施意向、食生活改善意
向）

事業参加と「社会参加有無の改善・維持」

非参加群
（非社会参加者）

非参加群
（社会参加者）

参加群
（獲得ポイントなし）

参加群
（獲得ポイントあり）

n=5,523 、 ■有意確率が5%未満（p<0.05）n=5,523 、 ■有意確率が5%未満（p<0.05）
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56.5
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15.5
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60.0

運動習慣 食生活 社会参加 その他
参加群（n=3786） 対照群（n=2208）

「少し改善・かなり改善した」と答えた人の割合（％）

参加群は、対照群に比べて「運動習慣」「食生活」「社会参加」
の生活習慣が改善したと答えた人の割合が有意に高い

すべての項目でp<0.05

事業による⽣活習慣の変化について
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医療費の推移
・参加群、非参加群ともに年々上昇する傾向
・事業開始１年目のみ、統計的な有意差あり
・事業開始２年目以降で、コロナ禍による受診控えの影響が認められる。

事業開始前… H30.4〜H31.3 1年目…H31.4〜R2.3 2年目…R2.4〜R3.3 3年目…R3.4〜R3.12

※新型コロナ影響期間：R2.2〜

352,199 
358,422 

378,699 

429,100 353,764 

446,968 

424,016 

491,854 

0

100,000

200,000

300,000

400,000
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600,000

事業開始前 事業開始１年目 事業開始２年目 事業開始３年目

参加群と非参加群の一人当たり総医療費の推移

参加群（n=1273） 非参加群（n=858） 単位（円）

から年間を推計
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（参考）医療費抑制効果額 計算式
198,010円 × 4,243人 × 0.367＝308,337,410円
198,010円：事業期間中に発生した参加群と非参加群の一人当たりの総医療費の差額
4,243人 ：2019年12月末までの参加者8,251人のうち、ポイントを獲得している者
36.7% ：事業開始時の参加群における、国⺠健康保険及び後期高齢者医療制度加入者の割合

医療費抑制効果額

1,163,931 

1,361,941 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

参加群(n=1273) 非参加群 (n=858)

事業実施中の総医療費の累計
H31年度〜R3年度

・事業実施期間中の一人当たり総医療費の平均値は参加群で有意に低い
・事業実施による３年間の総医療費抑制効果額は、国保・後期高齢者医療制度加入者

分だけで約３億円

3年間の一人当たり
総医療費の差額：198,010円
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〇出資を通じて、⺠間企業が健康増進の必要性を社会的課題として認識した
×⾏政主導のSIBのため、出資者間で事業に対する温度差があった
×出資にかかる企業内の処理の煩雑さに⽐べ、出資額が⼩さく、企業側の理解が得られにくい
×投資案件の規模としては少額であり、管理コストを考えると非効率

〇⺠間企業の連携により新たなサービスの提供ができた（フィットネス事業者が連携したイベント等）
×⾏政主導のSIBのため、企業の思惑（県内全域でサービス展開したい等）から外れる場合があり、

⺠間企業のノウハウが⽣かし切れなかった

市⺠の健康課題解決への地元企業を巻き込む新しい官⺠連携の形と成果に応じた適切な⾏政負担

ＳＩＢの成果と課題（まとめ）

成果連動型支払による⺠間企業がもつ高いノウハウの発揮

適切なリターンによる、持続可能な社会課題解決への貢献

サービス提供者

出 資 者

〇官⺠連携の気運醸成︓出資者（23者）やサービス提供者（130事業所）として参画
〇適切な⾏政負担︓成果指標に応じ減額

⾏ 政
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「おかやまケンコー大作戦」評価結果のまとめ①

• 参加群は非参加群に⽐べて「運動実施」や「野菜・果物の摂取」「社
会参加」「主観的健康感」などで「改善「している」⼈が多い）」や「維持
「している」）⼈」の割合が高い。

• 事業実施期間中のBMIの適正化は、統計学的には有意でないものの、
参加群、非参加群ともに適正化される傾向が確認された。

• 平成３１年4⽉から令和３年12⽉までの一⼈当たり総医療費を参
加群と非参加群で⽐べたところ、参加群の方が一⼈当たり198,010
円安く抑えられていた。
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2022年調査結果
⽣活習慣の改善に最も励みになったのは

「ポイント特典（72.0%）」

3年間19.8万円/1人
（調整なし結果）
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凡例
赤字︓統計学的な有意差あり
⻘字︓統計学的な有意差なし
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「おかやまケンコー大作戦」評価結果のまとめ②


